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 トランプ節炸裂 

米国でトランプ新政権が始動して10日あまりが

経過しましたが、トランプ政権が乱発する大統

領令を受けた混乱で市場は方向感を失いつつ

あります。トランプ節に動揺し大きく上下する相

場を捩り「トランプ相場」ならぬ「トランポリン相

場」なる言葉も聞かれるようになりました。  

 

 日本株式ピクテの見立て 
1月25日NYダウは史上初の2万ドルの大台を突

破、一方で日経平均株価は2万円の大台を目

前にもみ合う展開が続いています。       

ここから日本株はどの様な展開が期待される

のでしょうか。 

ピクテは、日本株式が相対的に割安な状況に

あると考えています。                      

その理由は主に3つです。            

①円安が輸出企業の業績にプラス寄与         

②堅調な労働市場が個人消費の伸びに寄与 

③日銀の金融緩和が株価上昇に寄与 

日本はファンダメンタルズ（基礎的条件）が堅調

であるとの見立てです。               

1月末までに決算発表した上場企業の2016年

10～12月期決算の純利益は前年同期比で

31％増えました。増益は2015年4～6月期以来6

四半期ぶりです。ちなみに、2016年10～12月期

の円相場は平均１ドル＝109円台半ばと前年同

期に比べて12円程度も円高でしたが、増益を確

保したことからも、そのモメンタムの強さが伺え

ます。 

 

 日経平均株価｢祝2万円｣聞けるか!? 
ピクテでは、向こう3ヵ月の日経平均株価は2万

円を上値に推移すると見ています。       

2万円を試すとすれば、足元で本格化する2016

年4～12月の3四半期分の決算発表、あるいは

4月末からの本決算のタイミングに期待できそう

です。来期の2ケタ増益シナリオが確認できる

内容であれば、相場上昇の勢いには弾みがつ

くと考えられます。 

勿論、日本株ならば何でも良いという訳ではあ

りません。                      

森のみならず木を見て、厳選して投資すること

が重要です。 

銘柄選びのキーワードは「稼ぐ力」。              

景気回復の波に乗り、来期に向けて高業績が

期待される銘柄を選びましょう。         

今話題の産業用ロボットなど、ファクトリーオー

トメーション（工場自動化）銘柄や設備投資増加

で業績に追い風期待の機械セクターなどにも注

目ですね。 

 

 
 

「トランポリン相場」で日本株は？ 
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